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フォローはこちら

社内の面白い取り組みを発信しています！

-ミヤモト家具×ナガノインテリア工業の共同開発ブランド-

SOLID FURNITURE STORE9周年を迎えました！

SOLIDが目指したのは…
「ワクワクする！」

感情が動く、売り場。
社長戦略室の村岸です。9月23日、SOLID FURENITURE STOREは、携わる皆様のおかげで9周年を迎
えました！特に、SOLID富山は創業の地としての誇りを胸に、お客様に喜んで頂ける売り場を目指し、
日々、励んでいます。実は、SOLIDが目指した売り場は、あの、‘遊べる本屋‘からヒントを得ていま

オープン当初の売り場す。社長が「ワクワクする！」という言葉を知った・・聖地でも
あります！！あの売り場を、本格派の家具屋で実現したい…！と、
あらゆるリスクも承知のうえで、狭い店でも、所狭しと製品を配
置しています。他店に比べて、家具・雑貨・照明問わず、1.3倍
以上の展示量を維持し続け、まさに！宝探しをするような感覚で
ご覧いただける店舗となっております！「感情で動き、理屈で納
得していく売り場」社長の心から湧き上がった感情を、理屈や論
理で整理して出来上がった売り場が【SOLID】なのです！！何度
ご来店いただいても、楽しめる売り場を目指していきます(*^^*)

現在、全国に18店舗を展開するSOLIDは、ミヤモト家具の
直営店が2店舗、ナガノインテリア工業様が運営される4店舗
他、全国の家具小売店の皆様が運営してくださっています！
このグループを、「SOLIDメンバーズの会」と名付け、ブラ
ンドとしてのコンセプトや、ベクトルをずらさず行う為の、
意見交換や研修を、定期的に行っております。目標とされる
存在を目指し、今後も売り場作りに拘り続けてまいります！



ミヤモト家具の前身である、「宮本タンス店」は1941年に創業。当時の日本文化には、結婚の際の
伝統的な嫁入り道具として、桐タンスがあり、その頃のタンス屋の売上の大半は婚礼家具でした。
時代の経過とともに、その文化は薄れ、やむなく廃業に追い込まれるといった家具屋が後を絶たず、
宮本タンス店もその一つとなりました。しかし、年月が経った今も、伝統的な技法が詰め込まれた
タンスは、多くのご家庭に残り続けているものです。そして…それはいずれ、使い道に困る、所々
に修理が必要になる等といった理由で、処分される方が多いのも事実です。

それであれば…我々が、家族との思い出と絆を宿すタンスを、受け継がれていく事ができるよう、
そして再度、魂を吹き込むこの仕事を、その技術を守り続けるために、
その懸け橋となり得る存在になる！前身タンス屋として、社員全員で役割を全うしたいと思います。

ミヤモト家具で、桐タンスの再生を承れるようになりました！

変わらず、受け継いでいかなければならないモノがある！

前身宮本タンス店、
個人商店出身企業の星になる・・・！

残し続けていかなければならない技術がある

前身、タンス屋として…

爺さん婆さんとの思い出も募り・・・

何十年と受け継がれてきたタンスを・・・

洗い直し 組み直し締め直し

１台(１さお)のタンス！

まさに魂を吹き込み仕上げていく
仕事です(^_^)/

新品を作るよりも

手間暇も掛かり、神経も尖らせる

正直・・・大変であることは勿
論・・・

「非常に面倒な仕事」とも…言え
ると思う・・・

磨き直しカンナがけ

この仕事だけは何がなんでも…

弊社から無くす訳に行かない！

桐タンスの再生には、いくつもの手のかかる工程がございます

BEFORE→AFTER

2027年9月16日、一度は、潰してしまった家業と、全く同じ名前の「宮本タンス店」を復活させる！
日本一カッコイイインテリアショップを作りたい！社長の夢を、社員全員で継ぎにいきます！
その際には、職人に一から製作いただいた１台の渾身のタンスを展示します・・・！2年後には、
10億円企業への挑戦を経て、個人商店から、富山・石川に8店舗を構えるインテリアショップへ。
全国の家具小売店、協力工場の皆様にとって、勇気を与えられる存在になれるよう…頑張ります！！

本体の面貼り・調整

汚れや損傷が激しく、割れや虫食いがあるような状態でも、諦める必要はありません！

専門の職人の、丁寧な手仕事により、新品同様に蘇らせることが可能です！
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